On the System of the Tokusetsu-yoka (the Special Preparatory Course) : With Reference to Nagasaki Higher Commercial School by 嶋津 拓







































































































































































































































































































【表 1】長崎高商特設予科修了者の人数および進学先 (単位 :人)
年 度 修了者数 進 学. 先
1925 13 長崎高商 12､神戸高商 1
1926 8 長崎高商8
1927 十 長崎高商6､神戸高商 1
1928 8 長崎高商7､東京商大専門部 1
1929 13 長崎高商 13
1930 10 長崎高商 10
























学科課程■ 時 学科課程 時 学科課程 時
国 読方､訳解､作文､ 14読方､訳解､作文､ 14読方､訳解､作文､ 14
三≡EF]lコ 文法､会話､書取 文法､会話､書取 文法､会話､書取
莱 読方､訳解､作文､ ll読方､訳解､作文､ 12読方､訳解､作文､ 12
請 文法､会話､書取 文法､会話､書取 文法､会話､書取




















【表 2】長崎高商特設予科の志願者数 ･受験者数 ･入学者数 (単位 :人)
年 度 25 26 27 28 29- 30 31 32 33 34 35
志願者数 19 32 14 23 23 27 10 4 4 1.5 35
受験者数 17 27 12 23 22 25 9 4 4 13 27
入学者数 17 21 10 17 17 15 5 4 4 12 14



















とをツイヤ (一字)し､オドロ (一字)くべきペンキョ- (二字)とシュー
ヨー (二字)とをツ (一字)んだ為で､ヤクゲン (二字)すれは ヒジョー




























































に入学した留学生 (不明の者を除く)は､その約 7割の者 (17名中12名)が
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を修了した留学生の進路は次のとおりである｡北京政府4人､高等商業学


























































第2回 :1927年11月､第3回 :1928年10月､第4回 :1930年2月､第5回 :
























59試験会場は次のとおり｡長崎 :長崎高商､東京 :東亜高等予備学校､奉天 :
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79王嵐 (2004)によれば､1931年9月の満州事変勃発前､中国東北地方出身
の滞日留学生数は約200名だったが､事変後､これらの留学生に対する奨学
金の支給を中国政府は打ち切ったという｡その後､これらの留学生に対し
ては満州国政府が ｢思想審査 ･鑑定｣を加えた上で奨学金を支給するよう
になった｡また､1933年から満州国政府は毎年200名の留学生を日本に派遣
することとなった｡(73頁～74頁)
801937年､満州国は日本留学のための予備教育機関として留日学生予備校 (1
年制)を設立した'Oこの予備校の卒業生は､1936年5月に満州国政府が公
布した ｢留学生予備校規程｣により､日本の高等教育機関に直接進学でき
る特権が与えられたため､留日学生予備校には数多くの日本留学希望者が
集ったという｡王嵐 (2004)77頁
81王嵐 (2004)76頁～77頁
82JACARBO5015526200
83JACARBO5015526200
84このほかにも日本政府は､満州国留学生を受け入れるために様々な施策を
実行に移している｡文部省直轄学校約30校に対する ｢満洲国留学生養成費｣
の助成もそのひとつである｡高等商業教育機関では福島高等商業学校がこ
の ｢満洲国留学生養成費｣の助成対象校となっている｡(JACARBO5015528100)
85JACARBO5016142600
86JACARBO5016143600
87長崎大学三十五年史刊行委員会編 (1984)19頁
88JACARBO5015529600
89JACARBO5015519400
90JACARBO5015529600
91JACARBO5015529600
92王嵐 (2004)284頁～290頁を参照｡
93読売新聞長崎支局編 (1985)315頁
